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１．研究計画の概要 
数学分野における力学系理論を援用して，動
学的経済モデルを非線形性に着目して分析
する． 
 
２．研究の進捗状況 
「国有化と産児制限によるカオス的経済成
長の安定化について」と題された論文では，
政府などの国家機関による資本の所有（資本
の国有化）を考慮した世代重複モデルを分析
した．そこで持続的な内生的変動であるカオ
ス的挙動が現れることが，形式的に同等なモ
デルを分析した著者による先行研究(Journal 
of Economic Dynamics and Control, 2000)
により知られている．今回の論文では，人口
成長率を政府が小さい範囲で微調整できる
という前提のもとに，カオス的成長軌道を定
常的な黄金律成長軌道に誘導する方法が示
された．その方法は OLG 法と呼ばれる，非
経済学における非線形分野では知られた手
法であるが，経済学ではほとんど注目されて
いないため，今後，経済変動における非線形
性の役割の重要性が再認識される過程で注
目される可能性がある．「消費税を財源とす
る少子化対策と持続的世代間格差に関する
予備的考察」と題する論文では，出生率（人
口成長率）を内生化した世代重複モデルを分
析した．そこでは，消費税で賄われる，政府
からの補助金の額に応じて，高い出生率か低
い出生率かの二者択一を行う家計を考慮し
た ． そ の 結 果 ， ご く 単 純 な ２ 期 間 の
Cobb-Douglas 型の選好と生産技術のもとで

も，ある消費税率の範囲で周期的あるいはカ
オス的な内生的変動が現れることが数値計
算により示された．また，カオス的変動下で
は，世代間の厚生に格差が生じることも示さ
れた．特にカオス的変動下での厚生分析など
はこの文脈での先行研究は筆者の知る限り
皆無であろう．現段階は予備的で，荒削りな
モデルであるが，より精緻なモデルでも類似
な結果が予想される． 
 
３．現在までの達成度 
④遅れている． 
理由：まず，所属する経済学部で，自己評価
における研究のウェイトが当初全活動の２
割程度に抑制されており，‘教育’，‘管理運
営’，‘社会貢献活動’といった，研究と必ず
しも両立しない分野にエネルギーを投入す
ることが求められてきたという経緯がある．
評価の基準が毎年目まぐるしく変更される
なかで，今年度は，たまたま評価における研
究の割合が３割であった（他に１割の自己裁
量ポイントがある）．しかし，投稿論文が査
読過程で掲載を拒否されるリスクや学術論
文への評価割合が執行部に再び下げられる
リスクを考慮すると，筆者の場合，より‘安
全な’学内紀要へ投稿や教育・社会貢献とい
った方面に労力を多く配分する傾向があっ
た．更に，大学院社会文化科学研究科の恒常
的な学生の定員割れを阻止しようと奮闘し，
また留学生を学生や研究生として受け入れ
ることが特に推奨されていたこともあり（cf. 
評価時点では，留学生の受け入れ自体に対し，



非常に高い評価ポイントが与えられている），
大学院生や研究生を積極的に採用しすぎた
結果，大学院教育に膨大な時間が取られ，必
然的に研究時間は抑制された．実際，裁量ポ
イントも研究には振り分けることはせず，筆
者の個人評価の教育に占めるウェイトは３
割に留まった．このような状況と，現在より
も研究が相対的に軽視されていた過去の蓄
積により，現在の遅れた研究状況に至ってい
ると考える． 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
本来，以前そうしていたように，国際学術誌
に成果を発表したいところであるが，経済学
部の個人評価では，時の執行部の恣意（いわ
ゆる教授会では，評価の枠組みや項目の変更
の多くは審議事項でなく報告事項として通
達される）により頻繁に評価項目が変更され，
研究分野の項目やそれらのウェイトが不安
定かつ時間平均的にみて全体的に低く，特に
査読付き国際学術専門誌の成果発表に対す
る評価がその良力に比べ低いため（２０１１
年度更に査読付き論文の評価ポイントがさ
らに下がった），確実な成果を数値で残すた
めに，早まって学内紀要に成果を発表してし
まったり，確実にポイントを稼げる教育分野
などの他の項目に時間と労力を費やしてし
まう傾向があった．これらについては，教員
会議などを通じて，問題点を議論し，岡山大
学が研究面で世界的な成果を示せるよう導
くべく，経済学部の教員および全学執行部と
一致団結して制度の改善に尽力したい．更に，
指導学生として採用した学生を途中で放り
出すことは困難であるので，他の教員にも指
導を部分的に負担してもらうなどの協力体
制を構築することで，自分自身の研究時間の
確保を目指したい．時間が確保できたならば，
個人評価が始まって以来，何年もの間に紀要
に発表した数々の論文を基に，より改善した
論文を作成し，国際的学術雑誌に積極的に投
稿していきたい． 
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